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研究成果の概要（和文）：本研究では、失敗からの学習が促進・阻害されるメカニズムを提示し，その上で有効
な失敗からの学習方法を実証することで，組織学習論における理論的ギャップを埋めることを目的とした。その
ため，代表的な高信頼性組織(HRO: High Reliability Organizations)である航空企業と原子力発電所の事故デ
ータを用いた実証分析を行った。これらを通じ，４つの実証研究を実行し，海外ジャーナルへ掲載及び登校中で
ある。

研究成果の概要（英文）：This study aims to contribute to the literature on organizational learning 
by providing theory and the empirical evidences for organizational learning from failures. To 
achieve this goal, this study conducted empirical analysis using data on organizational accidents or
 errors in two empirical contexts: global airline industries and world nuclear power plants, the 
representative High Reliability Organizations (HROs). Using the data, four empirical research 
projects have been carried out.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
911テロ事件や3.11原発事故からも明らかなように，組織事故は，それを起こした企業だけではなく我々の社会
に対して極めて大きなインパクトを持つ。本研究では，高信頼性組織のコンテクスト用いて，産業内で発生する
事故から組織がどのように学習を行い，どのように将来の事故を予防できるか，に関する提言を行うことができ
た。したがって，組織事故に対する直接な予防戦略を提示することにより社会に対するインパクトも高いと考え
る。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

福島原発事故やマレーシア航空墜落事故などの組織事故を回避するためにはどうすれば良い

か。組織学習論(Organization Learning)ではこの問いへの答えの 1つとして，自らや他社の失敗

経験の有益性に注目してきた。これらの先行研究は，組織事故を失敗経験と見なし，組織は事

故を直接・間接的に経験することにより失敗原因に関する知識を有効に獲得でき，様々な改善

活動を行うため，将来の事故を予防できると主張してきた(例：Madesen & Desai, Academy of 

Management, 2010)。しかしながら，現実には，この「失敗からの学習」が常に成立するとは限

らない。例えば，航空産業や原子力発電産業では過去の大きな事故・事件にも関わらず、未だ

に事故・事件が繰り返されている。少数ではあるが先行研究ではこの失敗学習の例外について

報告しており，ここでは 2つのアプローチが用いられている。1つは，失敗学習の有効性を高

める（もしくは低下させる）バウンダリー条件の提示である。例えば，小さな失敗や(Madesen, 

Organization Science, 2009)，組織構造が複雑な組織は(Haunschild & Sullivan, Administrative 

Science Quarterly, 2002)失敗学習に不利という。もう 1つは，知識忘却に着目したアプローチで

ある。Haunschildら(Organization Science, 2015)は、NASAがチャレンジャー号事故を経験し，

コロンビア号事故を再び経験した理由は，失敗から学習した成果が時間と共に忘却されたため

であると主張した。 

しかしながら、これらのアプローチだけでは，組織が事故などの失敗からなぜ正しく学習で

きないか，また，どうすればその学習を促進できるか，などの理解を深めるには不十分であ

り，更なる研究による理論と実証根拠の提示が求められている。 

 
 
２．研究の目的 

本研究では、失敗からの学習が促進・阻害されるメカニズムを提示し，その上で有効な失敗か

らの学習方法を実証することで，組織学習論における理論的ギャップを埋めることを目的とし

た。そのため，代表的な高信頼性組織(HRO: High Reliability Organizations)である航空企業と

原子力発電所の事故データを用いた実証分析を行った。これらを通じ，組織の学習を有効とする

組織・社会構造や政策提言を導出，国内外で関心の高い組織の安全対策に関する社会性・実務性

の高い示唆を提示することを目指した。 

 
 
３．研究の方法 

以上の目的を達成するために，大きく２つの研究課題が行われた。第１に，航空産業における

航空事故を研究対象とし，組織がどのような他社の航空事故から学習をより有効に行うか，また，

その効果は時間によりどう変わるか，に関する実証分析を行った。第２に，世界原子力発電所で

発生したヒューマンエラーデータを用い，チェルノブイリ事故前後にその報告がどう変わった

のか，また，その効果は時間によりどう変ったのか，に関する実証分析を行った。 

① 課題１：航空事故の代理学習 



実証分析では 1994 年から 2012 年までのグローバル航空産業における航空事故を分析の対象

とした。航空事故に関する資料は，業界専門誌 Flight International の Airline Safety Review

と ， The Airline Encyclopedia, Aviation Safety Network (https://aviation-

safety.net/database/)を用い，事故を経験した航空会社情報，航空事故の原因や被害状況など

に関するデータを収集した。また，航空会社間の提携に関する情報は，業界専門誌 Airline 

Business の Alliance Survey から収集し，航空会社の属性データや財務データは ICAO Airline 

OFOD (On-Flight Origin and Destination)から集めた。定量的分析においては，回帰分析を行

った。サンプルとして 71社の航空会社のデータが用いられた。 

 

② 課題２：原子力発電所におけるヒューマンエラー 

実証分析のため，チェルノブイリ事故が発生した前後の時期である 1976 年から 2004 年，IAEA

会員国 33ヵ国における 510 原子力発電所ユニットで発生したヒューマンエラーによる非計画運

転停止データを用いた。主要なデータは Operating Experience with Nuclear Power Stations 

in the Member の年次報告書から収集した。また，Power Reactor Information System (PRIS) 

(https://pris.iaea.org/PRIS/home.aspx)から必要となる追加資料を収集した。複数のインタビ

ュー調査が定性的分析のために行われた。定量的分析のためには，差分の差分法（difference in 

differences）が用いられた。 

 
 
４．研究成果 

① 課題１：航空事故の代理学習 

分析の結果，グローバル提携パートナーが経験した事故は，該当組織に代理学習効果をもたら

し，当該組織の事故を減らす効果をもたらすことが明らかになった。また，Load factor におい

ても損失移転をもたらさないことが分かった。一方，国内の競合他社の事故は当該組織に学習効

果はもたらさなく，Load factor における損失移転効果だけもたらすことが明らかになった。ま

た，グローバル提携パートナーの事故からの代理学習効果は，その効果が発生するまで長い時間

も求める一方，国内の競合他社事故からの損失移転効果は直ちに現れる傾向が証明された。これ

らの結果は，安全事故からの代理学習は，提携などの直接的な相互作用に基づいているが，その

効果を得るには一定の時間を求めていることを示唆する。  

本研究は，国際ジャーナ ルである Journal of Business Research 誌へ掲載された。 

 

② 課題２：原子力発電所におけるヒューマンエラー 

分析の結果，予想と違い，チェルノブイリ事故の影響を大きく受けた国における発電所ほ

ど，ヒューマンエラーによる計画外運転停止の発生件数が増加していることが明ら

かになった。本研究では，この想定外の結果に対し，チェルノブイリ事故後にヒューマン

エラーの定義が幅広くなり，組織がより多くのエラーをヒューマンエラーとしてみなし始めた

可能性，また，ヒューマンエラーに関するモニタリングが強くなり，組織がヒューマンエラー

をより透明かつ積極的に報告し始めた可能性を提示した。また，これらの可能性について実際



に分析を行い証明している。 以上の内容は，現在，Organization Studies 誌へ投稿し，

Conditional acceptance をもらっている。 
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